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技
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タ
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提

言
さ
れ
た
」
は
「
県
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医
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二
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外
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議
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定
例
会
の
代
表
質

問
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行
わ
れ
た
。
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志
孝
助

氏
の
質
問
に
対
し
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天
間
基
地
の
移

設
先
と
し
て
日
米
が
合
意
し
た
キ
ャ
ン

プ
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
案
に
つ
い
て
は
、容
認

で
き
な
い
と
し
、今
後
は
島
袋
名
護
市

長
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
と
の
考

え
を
示
し
た
。
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九
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期
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で
。

　

三
月
七
日
、若
年
者
の
失
業
率
を
改

善
す
る
た
め
の
「
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
」を
稲
嶺
知
事
が
視
察
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
五
歳
か
ら
三

十
四
歳
の
若

年
者
を
対
象

に
、キ
ャ
リ
ア

コ
ー
チ
ン
グ

（
就
職
相
談
）

や
「
履
歴
書

の
書
き
方
」

「
面
接
の
受

け
方
」「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
」
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
す
る
な
ど
、
若
年
者
の
職
業
観

の
形
成
か
ら
就
職
ま
で
を
一
貫
し
て
支

援
す
る
。
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で
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締
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思
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足
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沖
縄
に
置
い
て
負
担
の
軽
減
な
ど
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。米
軍
に
対
し
て
は
事

件
・
事
故
防
止
の
徹
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を
図
る
よ
う
引

き
続
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め
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く
。国
際
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述
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。

　

 

稲
嶺
知
事
は
「（
戦
後
）
六
十
一
年
の

歴
史
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縄
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し
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る
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に
、
普
天
間
移
設
に

つ
い
て
は
、
長
い
歴
史
の
中
か
ら
問
題
が

出
て
き
た
。解
き
ほ
ぐ
す
に
は
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
が
、

ぜ
ひ
実
情
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
要
望
し
た
。
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行
わ
れ
る

「
第
四
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」

の
成
功
に
向
け
て
、
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
宮
里
一
郎
理
事
長
）

が
、
稲
嶺
知
事
に
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
を
寄

贈
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
今
年
の
新
作
か
り
ゆ

し
ウ
ェ
ア
三
十
九
柄
な
ど
五
十
着
。県
外

で
も
気
軽
に
着
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
多

く
、
白
地
に
沖
縄
の
特
産
品
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
作
品
が
揃
っ
て
い
る
。

　

稲
嶺
知
事
は
「
着
心
地
は
良
い
で
す

よ
。」
と
コ
メ
ン
ト
。昨
年
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

な
ど
を
受
け
、着
用
が
浸
透
し
た
感
の
あ

る
「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」。世
界
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
で
も
沖
縄
ら
し
さ
の
演

出
に
一
役
買
い
そ
う
だ
。


